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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
この度、代表取締役社長に就任いたしました葉山でございます。当社は、2016年に、危機的

な経営状況に陥りましたが、前社長の多大なる尽力により経営体質は改善され、更には皆様
方のご支援により、2020年には創立50周年を迎えるに至りました。

更に今年度はこれまでの主力事業に加え、次世代クラウド型データ連携プラットフォー
ムHULFT Squareのローンチを予定しております。“つなぐ価値”を創造する当社にとって、
このローンチはひとつの大きな達成であるとともにスタートラインでもあります。またコ
アビジネス*においても、お客様の信頼に応えて安全・安心・安定の基盤を確実にご提供する
とともに、今後に向けて当社ならではの新たなサービスの創造に挑戦しようとしています。
環境変化に即応する先進のサービスを通じて、当社は今後もお客様・パートナー様と“伴”に
未来に向けて邁進してまいります。

科目 2021年3月期 2022年3月期

売上高 22,499 23,218

売上総利益 9,528 10,020

販売費及び一般管理費 6,539 7,104

営業利益 2,989 2,916

経常利益 3,003 2,943

親会社株主に帰属する当期純利益 2,460 2,051

連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科目 2021年3月期 2022年3月期

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,094 3,236

投資活動によるキャッシュ・フロー △306 △865

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,424 △1,502

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,369 980

現金及び現金同等物の期首残高 9,560 11,930

現金及び現金同等物の期末残高 11,930 12,911

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

連結業績ハイライト

科目 2021年3月期
（3月31日）

2022年3月期
（3月31日）

資産の部
流動資産
固定資産

20,471
15,150

5,320

20,833
16,365

4,468

負債の部
流動負債
固定負債

6,434
6,101

332

6,085
5,755

330

純資産の部 14,037 14,748

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

連結業績の推移  （単位：百万円）

2022年3月期における当社グループ業績は、事業モデルの転換に伴う既存事業の一部縮小はあった一方、成長の柱に位置付けるリンケージ事業及び
HULFT事業の売上拡大により売上高は増収となりました。営業利益及び経常利益は、「HULFT Square」に係る研究開発費等の増加により、減益となりました。

2023年3月期は、既存事業の徹底した生産性向上によって収益性の向上を実現するとともに、新たな市場・顧客へより収益性の高い事業を展開して、
更なる事業の成長を目指しております。

決算ハイライト
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�人当たり親会社株主に帰属する当期純利益親会社株主に帰属する当期純利益

当期の連結業績のポイント
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�人当たり未来事業投資

研究開発費、教育研修費、社内IT投資
社内報酬、体制強化、HULFT Square日米同時リリース関連費用

未来事業投資
当社は研究開発費、教育研修費、社内IT
投資を未来事業費と定め、事業モデル
の転換と成長に向けた将来への投資
をしております。

社長メッセージ

戦略事業に位置付けるリンケージ事業及び
HULFT事業が拡大

事業の選択と集中、業務プロセスの刷新・最適化
の取組みにより、1人当たり生産性が向上

事業モデル転換と成長に向けた将来への投資
を継続

代表取締役社長  葉山　誠

*コアビジネス：セゾン情報システムズの流通ITサービス及びフィナンシャルITサービスの両ビジネスユニット



2022年3月期 重点施策の振り返り

2022年3月期に掲げた「New Business 創出」「HULFT事業のグローバル化」「サービス・製品企画開発力強化」「事業活動 
品質向上」という4つの基本方針に沿って取組んだ施策を以下にご紹介いたします。

基本方針として掲げる受託ビジネスから自社製品・
サービスによるストック型ビジネスへの転換に向けて、
社員のスキルセットも変えていく必要があります。 
当社では、グローバルに通用する先端技術や製品の習得・
活用を目的に、細やかな社内トレーニングを多数実施 
しており、昨年度は延べ630名の社員が技術研修を受講。
近年における各種重要資格の保有者数の増加は、1人 
当たりの売上高や利益の向上をもたらしております。

＊GCP：Google Cloud Platform

開催数：72回
延べ参加者：630名
テーマ：AWS、Microsoft Azure、GitHub勉強会、
　　　  UIデザイン入門、Docker、Kubernetes入門 等

サービス・製品企画開発力強化 ～先端技術の研究開発とイノベーションへの取組み～

AWS
認定資格

Azure
認定資格

GCP＊

認定資格
TOGAF

認定資格
Tableau
認定資格

Concur
認定資格

BlackLine
認定資格

81名
（△5）

9名
（＋4）

2名
（±0）

62名
（△1）

37名
（＋9）

19名
（±0）

2名
（＋2）

■Concur  認定PM
■BlackLine
　Core Certification
■Tableau
　認定資格者

国内No.1

国内No.1

国内No.3

重要資格取得保有者数変化（前期末比）

技術研修

お客様システム
外部データクラウド

SFA/CRM
Salesforce

経費精算

業務
ファイル/データ

SAP Concur

人事
Workday会計

海外環境

国内環境

基幹システム

SAPｓ/4HANA

オンプレミス

基幹システム

マスタ ログトラン
ザクション

業務
ファイル/データ

業務
ファイル/データ

集約・成型
データ

データ中継ストレージ

データセンタ

ストレージ

業務
ファイル

DataSpider
Servista HULFT8

システム運用・管理者

データ分析担当

オペレーション統合管理

ダッシュボード

業務テンプレート

マーケットプレイス

日本 欧州北米

DaaS

SaaS

データカタログ

データプレパレーション

ソリューション群

Data HUB
（MFT/ETL）

Service HUB
（API gateway）

Business HUB
（EDI）

連携機能群

リージョン

専
用
・
汎
用
コ
ネ
ク
タ
ー

専
用
・
汎
用
コ
ネ
ク
タ
ー

ガバナンス対応・セキュリティー認証

各種コネクターの提供

フルマネージドサービス

オープンデータ
など

ファイル/
データ連携

サービス管理など

Webサイト/Open API

メガクラウド

SNS、天気、
交通、

ニュースなど

公共データなど

AWS GCPAzure

データ分析基盤

データレイク

DWH BIツール

AI/機械学習DB

　データの安全と自由を担保するプラットフォームとして「HULFT Square」の先行ユーザー様向けサービスリリースを2023年3月期 
第1四半期中に開始する予定です。2021年12月から複数のお客様先でトライアルを開始しており、その中にはすでに本サービスをご採用 
いただいたお客様もいます。

New Business 創出 ～HULFT Square をリリース～

次世代クラウド型データ連携プラットフォーム

次世代クラウド型データ連携
プラットフォーム

2023年3月期第1四半期（予定）

2023年3月期第4四半期（予定）
 日米同時リリース

 先行ユーザー様
　　　　　　トライアル利用開始

 日清食品ホールディングス株式会社様
　　　　　　本番利用開始

当社ではオンプレミスからクラウドへ社内 
システムの切り替えを順次進めてまいりました。
また、現在開発中の「HULFT Square」を中心とする
データ連携基盤を社内に構築し、その成果を
ユースケースとしてお客様に展開しております。
このように、新しいことはまず自分達で実践する
のが私たちのやり方です。こうした姿勢は、事業
ポートフォリオの刷新や生産性向上、就労環境の
改善といった成果に繋がっております。

事業活動品質向上 ～社内システム刷新＆ユースケース化～

システム間連携・データ連携基盤
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BLACKLINE

人事情報

kyriba資金管理

当社オリジナル製品「HULFT」は1993年の発売以来、ITシステム上を流れる
データの安全性、信頼性の担保と、効率的なデータ連携を行うために必要と 
される機能を実装し続け、進化しております。その結果、Fortune Global 500の
内、78社に採用いただくなど（Fortune Global FY2021 Top 500社より）、世界
44ヵ国の国・地域（2022年現在当社調べ）に拡がっております。

HULFT事業のグローバル化 ～世界のエクセレントカンパニーが選ぶ「HULFT」～

Fortune Global 500の内
78社 に採用



2023年3月期は、「2024年のありたい姿」で掲げた「データエンジニアリングカンパニー」ヘ向けて本格始動するスタート
の年と考えております。2023年3月期にリリース予定の「HULFT Square」を中心に、当社は必要な時に即座に、必要な 
相手・データとグローバルに繋がり、企業・業界を跨ぎ、複合的に取り扱える世界（広場）の創出・提供を目指して、下記に 
掲げた5つの重点施策を推進してまいります。

トピックス

2022年3月、当社はHDI-Japan（運営：シンクサービス株式会社）が主催する2022年度公開格付け調査「クオリティ」部門において、最高
評価である『三つ星』評価を獲得いたしました。

また2022年2月には、DXにおける高い付加価値を提供し、コンカー社のビジネスに貢献したパートナー企業に授与される「Concur 
Japan Partner Award」の デ ジ タ ル エ コ シ ス テ ム ア ワ ー ド を 受 賞。さ ら に 同2月、BlackLine, Inc.よ り、“2021 Regional Consulting 
Alliance Partner of the Year”を受賞いたしました。

2023年3月期 重点施策について

IT関連団体・企業から評価・アワードを獲得

・SDGsへの貢献

・特定顧客ビジネス
・強み展開ビジネス

戦略事業
高付加価値・高収益性・高利便性、

変化に迅速柔軟に対応

コア事業
収益安定基盤

・HULFTビジネス
・データプラットフォームビジネス

・提供するサービスは全て「as a Service」化

・HULFT Square 盤石な顧客基盤の確立

・HULFT製品群マーケットシェア世界第一位

・データプラットフォームビジネスブランド確立

・国内外で入社希望者が殺到

・お客様満足度NO.1企業

・平均年収1千万円以上

データエンジニアリングカンパニー

2024年のありたい姿

国内 グローバル
B社

Cloud
Service

C社A社

データの
整理

データの
跨ぎ

データの繋ぎ Cloud
Service

データエンジニアリングカンパニー

世界観の体現
具現化手段の

シンボル

必要な時に即時に、必要な相手・データと
グローバルに繋がり、
企業・業界を跨ぎ、複合的に取り扱える
世界（広場）を提供する

当社の使命（社会課題解決のために）

当社の使命

重点施策

1 DXデータ連携基盤ビジネスの全部門への展開 2 新規ビジネス創造のための競争戦略

4 HULFT Square日米同時リリースに伴う体制強化 5 人材戦略3 アライアンス強化



配当方針

2022年3月期上半期ビジネスレポートのアン
ケートに、多くの株主様から回答を頂戴しました。
誠にありがとうございました。株主の皆様から
寄せられたご意見・ご感想につきましては、可能
な限りお応えして、今後もより一層充実した 
ビジネスレポートの作成に努めてまいります。 
以下では、お寄せいただきましたコメントを一部 
掲載しております。

事業の内容
や特徴

次期の業績
見通しに

ついての説明

業績（実績）に
関する説明
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製品・
サービスに
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活動等の
CSR関係情報

�.�％

株主アンケート
結果報告
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1. DOE（自己資本配当率）10%を目安とする
2. 自己資本比率50%～75%を維持し、 

最適資本構成を目指す
3. 通期見通しの約1/2を中間配当とする
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配当推移
（単位：円）

期末
中間

DOE

株主スクエア

HULFT
累計出荷本数

DataSpider
累計出荷本数

約 229,411 本

約 4,782 本

10,913 社超社数

※1  出典：株式会社富士キメラ総研「2004-2010パッケージソリューションマーケティング便覧」
「ソフトウェアビジネス新市場 2011-2021年版」 

＜ファイル転送ツール パッケージ・金額ベース＞2003年度実績～2020年度実績
※2  出典：株式会社富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場 2021年版」

＜EAI／ESB SaaS・金額ベース＞2020年度実績
※3  2021年7月 日経BPコンサルティング調べ

※� ※� ※�

今後充実を希望する情報

製品実績

販売実績

IT技術が進歩し、重要性が一層増す中、貴社の技術力や人材力に期待している

当社では技術力向上に向けて社員への技術教育を実施しつつ、加えて未来の社会環境で活躍できる
人材の育成と採用を同時に実現する取組みとして「Skill Boot Camp」を行っております。

2022年3月期は、「セキュリティ」「サービスデザイナー」「フロントエンジニア」といったテーマで 
実施し、結果、社内外からの累計応募者数は671名となり、22名を採用するに至りました。

当社技術者の声をYouTubeチャンネル「シス☆スタ」で紹介しておりますので、ぜひご覧ください。

1

当社は2024年のありたい姿「データエンジニアリングカンパニー」を目指し、事業モデルの転換と成長に向けた 
投資を進めております。2023年3月期も更なる成長のため、未来事業費（研究開発費、教育研修費、社内IT投資）に 
加えて社員報酬、体制強化、HULFT Square日米同時リリース費用に投資を進めてまいります。また、株主様に 
対しては、配当方針に従い引き続き安定的な株主還元を行ってまいります。

中長期の目線で企業価値を高める取組みを紹介してほしい2



当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
　「e - 株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　����

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約�ヶ月間です。

kabu@wjm.jp へ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は�分程度です。

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニ
ケーションズの提供する「e-株主リサーチ」サービスに
より実施いたします。  https://www.link-cc.co.jp

ご回答いただいた方の中から抽選
で薄謝（QUOカードPay���円）
を進呈させていただきます

発行可能株式総数 ������������ 60,000,000株

発行済株式の総数 ������������ 16,200,000株

株 主 数 ��������������� 3,823名

※株主数は自己株式分も含まれています。

株式の状況
商 号 株式会社セゾン情報システムズ

SAISON INFORMATION SYSTEMS CO.,LTD.

設立年月日 1970年9月1日

資 本 金 13億6,768万7,500円

従 業 員 数 696名（連結）、641名（個別）

本店所在地 東京都港区赤坂一丁目8番1号

会社概要

常 勤 監 査 役 三宅　信一*

監査役（非常勤） 小川　憲久*

監査役（非常勤） 小林　隆博*

* 社外取締役、社外監査役

代表取締役社長 葉山　　誠

取 締 役 石田　誠司

取 締 役 山本　善久

取 締 役 栂野　恭輔

取 締 役 藤内　聖文

取締役（非常勤） 鈴木　孝一*

取締役（非常勤） 吉田　雅彦*

取締役（非常勤） 末永　　守*

取締役（非常勤） 牧　　寛之*

役員構成  （2022年6月21日現在）

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日

定 時 株 主 総 会 4月1日から3ヵ月以内

配当金受領株主
確 定 日

3月31日及び
中間配当を行う場合は9月30日

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

郵便物送付先
電 話 照 会 先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社証券代行部
TEL：0120-288-324（フリーダイヤル）

会社情報 （2022年3月31日現在） 株式情報 （2022年3月31日現在）

大株主

コーポレートデータ

株主メモ

https://home.saison.co.jp/
株式会社セゾン情報システムズ

持株数
（千株）

持株比率
（%）

株式会社クレディセゾン 7,588 46.84

株式会社メルコホールディングス 4,488 27.71

イーシーエム　マスターフアンド
エスピーブイ　ワン 857 5.29

株式会社インテリジェントウェイブ 500 3.09

大日本印刷株式会社 307 1.90

セゾン情報システムズ社員持株会 269 1.66

協和青果株式会社 171 1.06

吉田知広 150 0.93

富士通株式会社 80 0.49

みずほ信託銀行株式会社 60 0.37

・「HULFT」、「DataSpider Servista」及び「HULFT DataCatalog」は 
株式会社セゾン情報システムズの登録商標です。

・その他の会社名、製品名、サービス名等は、各社の登録商標です。




